
中心市街地地区

市では、令和２年７月豪雨災害からの復旧復興に向けた大きな指針となる「人吉市復興計画」を３月
に策定しました。計画の基本方針では“市民一丸となって取り組む復興”を掲げ、この甚大な災害を乗り
越えさらにより良いまちとしていくためには、地域住民、地域事業者、行政等が一体となって復興への
歩みを進めていく必要があります。

今回策定した「人吉市復興まちづくり計画」は、被害を受けた地域等の実情や課題が異なることを踏
まえ、地域ごとにどういった対策や取組が必要かを住民の方が中心となり検討を重ね、復興に向けて地
域が提案する内容を整理し、計画にまとめたものです。災害に強く、未来への希望につながるまちづく
りに向けて、ハードとソフトの両側面から地域ごとに必要な対策、取組をまとめています。

■計画の対象地域
市全域を対象としますが、特に被害が甚大であった地域を「重点地区（８地区）」と設定し計画を整

理しています。また、市中心部で一体的に取組を進めていくことが求められるまちなかエリアについて
は「人吉市まちなかグランドデザイン」として計画を整理しています。

■計画の推進に向けて
復興まちづくりにあたっては、地域住

民、事業者、行政等が自ら主体的に取り
組むことが重要です。
適切な役割分担のうえで連携・協働し

一丸となって計画実現に向け取り組みを
進めます。

※計画はＲ3.10月時点版を初版として取りま
とめ、復旧復興の進捗や状況変化を踏まえ柔
軟に見直しを行います。

■計画期間

■計画策定の目的

令和３年度～令和９年度

概 要 版

令和３年10月版

■計画の検討体制

市全域

中心市街地地区 青井地区 麓・老神

地区

球磨川

左岸地区
薩摩瀬地区

温泉下林

地区
中神地区 大柿地区

区域の一部

被災市街地復興推進地域

まちなかエリア 重点地区（被害が大きかった地区）

地区別懇談会等における
必要な対策等の検討
（R3.4月～10月）

人吉市復興まちづくり
計画へ反映

●地域の課題だし
●治水対策とまちづくり・避難の考え方
●地域の課題をもとに必要な対策の検討
●復興まちづくり計画案として整理

計画全文は市ホーム
ページでご確認いただ
けます。

読み取ると市ホーム
ページへリンクします

（問い合わせ）人吉市役所復興支援課
☎ ０９６６－２２－２１１１(代)
Mail:  fukkousien@hitoyoshi.kumamoto.jp
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住まいの再建と安全性の
向上

安全な住まいの確保
安全性を高める建て方の誘導

災害公営住宅等の導入検討

地域コミュニティの再生 コミュニティの拠点の再生
町内会の集会所等の再建、公民館等の整備

町内会の連絡網の再整理

なりわいの再建と中心市
街地の再生

中心市街地の再生に向けた環
境づくり

個々の事業所の再建支援

継続的な賑わい創出の取組

避難のタイミングの判断
の検討

「安全な避難」のための「平
常時の準備」

地域特性を踏まえたマイ・タイムライン、地区防災計画の作成

安全な避難ルートの確保 安全な避難路の整備 地区内の主要道路・避難路の整備

町単位の避難体制の構築
地域性を踏まえた避難体制の
構築

防災情報の伝達機能の強化

自助共助の避難体制の構築

来街者・観光客の避難誘導対策

実践的な避難訓練の実施

緊急時に避難ができる場
所の確保

複数の避難場所の確保
垂直避難ができる避難場所の確保

車での避難場所（駐車スペース）の確保

避難所機能の充実
避難所の機能や利用環境の整
備、運営体制の強化

避難所の機能や利用環境の整備

避難所運営体制の強化

治水対策の推進
流域治水プロジェクトによる
本川・支川の水位の低下

流域治水プロジェクトによる本川・支川の水位の低下

地域性を活かした復興ま
ちづくり

地域が一体となった復興まち
づくり方針の共有

「人吉市まちなかグランドデザイン」に基づく地区間連携の強化

まちへの人口回復
まちなか居住の推進 災害公営住宅等の導入検討（再掲）

複合的な交流の場づくり 複合的な交流施設の整備

温泉文化を活かしたまち
づくり

温泉の復活と温泉文化の継承 温泉の活用方策の検討

景観まちづくりへの積極
的な取組

人が集い、過ごす風景の再生 歴史的な建物や路地空間等を活かしたまちなみ形成

球磨川のまちづくりへの
活用

球磨川を活かしたまちづくり
の推進

球磨川を活かしたまちづくり

面的なまちづくりの必要
性

面的なまちづくり方策の検討 面的なまちづくり手法の活用検討

空き地等の増大によるま
ちなか空洞化への対応

空き地の活用方策の検討 空き地の活用促進とマネジメント方策の検討

■復興まちづくり計画の基本方針

復興まちづくりの目標

中心市街地地区の復興まちづくり計画

組取の体具針方組取題課な主の区地

復興にあたっては、流域治水プロ
ジェクトに基づく治水対策の推進を
前提としながらも、くらしやコミュ
ニティ、地域経済の再生を図りなが
ら災害に負けないまちづくりを進め
ていく必要があります。
この計画では右図に示す視点に

沿って各地域の取組方針を整理して
います。

対象地域 九日町、七日町、五日町、二日町、鍛冶屋町、大工町、紺屋町、上新町、下新町、鶴田町、北泉田町、南泉田町

清流球磨川と人吉らしい歴史・文化とともに、若い力と賑わいに満ち、
お年寄りから子どもまで安心して暮らせるまちなか

【復興に向けての３つの柱】 【復興まちづくりの視点】

視点５：防災性の高い建て方の誘導

視点６：命を守る避難方法の見直し

視点４：都市活動を支える土地利用の実現

視点３：持続可能な地域経済の再生

視点１：暮らしを支える住まいの再建

視点２：地域を支えるコミュニティの再生

①被災者のくらし再建と
コミュニティの再生

②力強い地域経済の再生

③災害に負けない
まちづくり
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中心市街地地区 復興まちづくり計画【将来イメージ】

焼酎蔵

コンテナマルシェ
石蔵

鍛冶屋町通り

茶の蔵
醸造蔵

復興未来の杜エリア
〇青井の杜（古代中世/青井阿蘇神社周辺）
〇城址の杜（中世近世/城址公園周辺）
〇復興未来の杜（現在から未来/紺屋町、九日町等周辺）
３つの杜がグリーンインフラとなり回遊を
促し環境共生型都市として未来型復興を図る

道路、建物が一体と
なった沿道景観形成の
イメージ

雨水が時間をかけ
排水され豪雨時の
被害軽減のイメージ

雨水浸透緑地帯の
導入

まちの玄関口としての
景観形成

復興型商店街の再生
のイメージ

１階にI・Uターン、被災商
店主向け店舗、２・３階に
住居やシェアハウスのイ
メージ

テラス席のような形
での建て方の検討

「ひかりの復興計画」
夜間景観のイメージ

川沿いの回遊を促す足
湯のイメージ

賑わい・観光・交流拠
点の形成

歴史的建物のあり方
の検討

球磨川プロムナード軸の形成

テラス型のオープン
カフェ等を検討

石垣等自然
素材の検討

桜の植樹を検討

1000本の桜を植樹
し自然と調和・共
生した観光都市の
イメージ

地場産材を使用した
災害公営住宅のイメージ

敷地内を通り抜けることができる
分棟型文化交流施設のイメージ

まちなかのポケット
パークのイメージ

交流・文化・まちなか居住拠点の形成

中心市街地の新たな拠点となる
緑豊かな図書館等のイメージ

うなぎ

十軒町通り

リバーアクティビティの拠点化
川下り、ラフティング、カヌー等

観光複合施設『ＨＡＳＳＥＮＢＡ』
をリバーアクティビティの拠点に

眺望を楽しみ回遊
を促す足湯を配置

戸建て中心の低密な
「生活の場」として
の環境整備

青井阿蘇神社
から
HASSENBA
までの散策路
の形成

空き地対策
・空き地の緑地化、芝生化
・出身著名人に依頼しオーナー制の管理を提案

城見庭園の
利活用

球磨川プロムナード
軸の形成
・川沿いに休憩で
きる、遊べる場
所の確保

・川（水）に親し
む場所の確保

・車の乗り入れを
制限する。（隣
接家庭には通行
許可を）

趣ある建物等を
散策コースのポ
イントに利活用
（要協議）

相良三十三観音めぐ
りの利活用

人吉の魅力を楽しむ散策
コースの形成

・若い世代が住めるよう、
住宅の近くに子どもを
預けられる場、夜でも
安心して働くことがで
きる環境の整備。

・まちなかや市内外から
ＵＩＪターンで移住促
進を図るための住宅の
確保（店舗併用）。

・高齢者が楽しめるまち
づくりの推進。

・災害公営住宅等の導入
の検討

・地区として小規模な区
画整理等の検討

住宅地としてのあり方
検討

個人商店（肉屋、魚屋、
駄菓子屋、喫茶店な
ど）が出店したくなる
環境づくり

石垣・生け垣を
活かした町並み
形成

防災拠点としての充実
バリアフリー化の推進
歩行での早めの避難所としての整備（人吉高校との役割を明確化）コンテナマルシェ

子育て世代支援＋生活広場石蔵の活用イメージ

青空図書館コーヒー屋台

小さい子が安心して
遊べる環境

趣味、部活動を
まちなかで

なりわい・生活支援拠点の形成

癒やし・寛ぎ・宿泊拠点の形成

球磨川沿いの老舗ホテル・旅館を中心と
した滞在型の癒やし・寛ぎ拠点を形成

温泉巡り、魅力的な商店
などの湯上がり散策

鍛冶屋町の町並み形成

ひかりの復興計画に
よる夜間景観イメージ

歴史的な町並みの形成

十軒町通りの歴史的
建物を活かした町並
み形成
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日本遺産の
情報等を発信

梅花の渡し
球磨川下りの再開

歴史的建物、公衆浴場等
を活かした町並み形成

共同住宅や立体駐車場(避難
ビルも兼ねる）の整備検討

風景の核である青井阿蘇神社
に配慮した景観形成及び
歴史文化拠点の形成

路地空間など、これまでの
風情を活かした一体的再生
区画整理等による道路・公
園等基盤整備など

球磨川を活かし
たまちづくり

高い建物の避難ビルとしての活用検討
土地の高度利用等による賑わい・利便性
の強化を検討

コンテナマルシェ
石蔵活用等による
賑わい拠点形成

人吉城址公園周辺を
憩いの場として保全

テラス席のように川に
向いたつくりにする

床を高くするとともに水の勢いを弱
める建物の建て方を誘導
川沿いの立地を活かした起業家支
援機能等の導入を検討

公園、図書館、文化センター、
温泉センターなど、人が集ま
れる場の形成

歴史的建物等を
活かした町並み形成

歴史的石垣・生け垣等を
活かした町並み形成

駅及び交通結節機能を活かした
交流拠点の形成

蓮池も含め、神社と一体的な
賑わい空間・広場等を創出

地区全体の一体的再生
区画整理等による宅地・道
路・公園等基盤整備など

面的な整備を含め、重点的に
迅速な復興まちづくりを推進

面的な整備を含め、
重点的に迅速な復興
まちづくりを推進

城見庭園の眺望を活かし
「HASSENBA」と連携した
賑わい拠点を形成

観音寺等歴史拠点を
活かした回遊・散策
の促進

国道445号の拡幅整備

共同住宅や立体駐車場(避難
ビルも兼ねる）の整備検討

「くまりば」まで繋がる
賑わい・交流連携軸の
形成

「HASSENBA」まで繋が
る賑わい・交流連携軸
の形成

青井阿蘇神社青井阿蘇神社

「くまりば」へ「くまりば」へ

「HASSENBA」へ「HASSENBA」へ

人吉駅人吉駅

球磨川球磨川
人吉橋人吉橋

大橋大橋
中川原公園中川原公園

水ノ手橋水ノ手橋

山田川山田川

人吉城址公園人吉城址公園

鍛冶屋町通り鍛冶屋町通り

球磨川くだり
HASSENBA
球磨川くだり
HASSENBA

観音寺観音寺

城見庭園城見庭園

東小学校東小学校

人吉旅館人吉旅館

禊橋禊橋

茶の蔵茶の蔵
醸造蔵醸造蔵

うなぎうなぎ
焼酎蔵焼酎蔵

石蔵石蔵

武家屋敷武家屋敷

永国寺永国寺

芳野旅館芳野旅館

モゾカタウンひとよし駅前モゾカタウンひとよし駅前

コンテナ
マルシェ
コンテナ
マルシェ

青井の杜

城址の杜

復興未来の杜
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令和３年10月作成人吉市まちなかグランドデザイン～中心市街地地区、青井地区、麓・老神地区の３地区が連携したまちなかの将来ビジョン～

青井地区
青井阿蘇神社を中心とした
歴史文化・賑わいの形成

中心市街地地区
人吉市の中心地として
賑わい・活力を形成

麓町・老神地区
人吉城跡を中心とした
歴史・文化の拠点形成

賑わい・交流軸 ３つの杜を連携する、賑わい・交流を促進する軸の形成

賑わい・交流連携軸 周辺の拠点と連携する、賑わい・交流軸の形成

球磨川プロムナード軸 球磨川の魅力を活かした親水空間の形成

山田川親水軸 山田川の魅力を活かした親水空間の形成

回遊散策路 人吉の魅力を楽しめる散策コースの形成

人が集い賑わう交流拠点の形成

歴史・文化資源を活かした拠点の形成

自然環境等を活かし、潤いを感じ憩える拠点の形成

避難場所も兼ねたまちなか居住の拠点の形成

川沿いの環境を活かした創造・交流を促進する拠点の形成

ンーゾ進推の組取■杜のつ３る創を来未いる明ぎ継り語を史歴の吉人■
風致地区

公園・緑地

史跡人吉城跡

登録文化財

歴史的建物等

仮設店舗等

温泉・公衆浴場

■賑わい・交流・回遊を促進する軸

青井の杜（古代中世）、城址の杜（中世近世）、復興未来の杜（現在から未来）

※賑わい・交流軸、賑わい・交流連携軸、球磨川プロムナード軸、山田川親水軸は機能として回遊散策路を兼ねます。
被災市街地復興推進地域
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